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－特集１－ 私の３．１１ 

 
 
 
  

私の３．１１ 
                                  

板橋区立北前野小学校 岩上 直人 
丁度その日は、都公小事の研究協議会を文京シビックホール５階会議室で行なっていました。地

震の時は、大きくゆっくりした揺れが３０分以上も続き、まるで船に乗っているようでした。何回

も大きな揺れが襲い、会議は何度も中断しました。窓の外を見ると、１０数階建てのビルが左右に

揺れているのがはっきりとわかり、屋上の避雷針は、まるで釣竿のようにたわんでいました。生ま

れて初めて目にする光景であり、経験でした。それでも、会議は何とか終わり、電車が動いていな

かったので、次の会議が予定されている市ヶ谷に歩いて向かいました。 
出席者が少なく、会議は中止となり、市ヶ谷から歩いて帰宅することになったのですが、途中す

ごい人波と渋滞で、あらためて東京の人口の多さを感じました。建物や道路にたいした被害がなく、

交通機関がマヒしただけで、こんな状況では、もし、直下型地震で建物や道路に大きな被害が出た

場合、相当な混乱が起きると歩きながら思いました。自分たちが暮らしている日本という国が、い

かに危うい大地の上に成り立っているのか、毎日の平凡な日常が、どれほどありがたいものなのか

を強く感じた一日となりました。いまさらながらですが、約束された未来など無く、日々生かされ

ている自分は、無事な一日に感謝し、一日一日を大切に、一瞬一瞬を精一杯生きなければと思って

います。                                 （都公小事会長） 
 
 
 
 
 

私の３．１１                       
 

昭島市立武蔵野小学校 植本 愛子 
  ３月の評議員会だったその日、ＪＲはすでに運休。コンビニでお金と食糧を調達、水道橋駅で

３時間待ったタクシーを断念し、動きだした地下鉄で新宿に着いたのは日付が変わる頃でした。

地下街で人気芸人とすれ違い、地上で家族や田舎（福島）の無事を確認して一安心。荻窪でタク

シーに乗車出来たのが夜中の３時、家に帰り着いたのは明方４時半でした。 荻窪でタクシーを

待っていた様々な人。１時間に３台しか来ないタクシーに一人で乗り込む人。自分の番になり方

向が同じならと声を掛け４人で乗車しましたが、列の後方には杖をついたご老人もいました。そ

んな事でも次に日から後悔しています。まして、津波に飲み込まれる人をただただ見ているしか

なかった人々の後悔はどれ程だろうと、どれ程続くのだろうと思います。 
  東北人としてこの未曽有の大惨事を、記憶よりは記録に残そうと、その日からの新聞をずっと

とっています。                          （都公小事調査部長） 
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私の３．１１      
 

港区立麻布小学校  内野 和美 
平成２３年３月１１日午後２時４６分それは突然やってきた・・・・・ 
この日私は、午後の都公小事の学校事務研究会に出席するために日常の業務+αを行っていた…、

３月１４日(月)３年生の課外授業があり、その講師に謝礼を渡すための請求書を担任に持っていっ

てもらわないと、経理の流れ書と共に作成し請求書を渡すことに、その他の仕事も立て込んでおり、

午後２時３０分からの学校事務研究会に遅刻は確実だなと思い仕事を出来るだけ早く終わらせ出席

せねばと頑張っていた。時刻が午後２時３０分を過ぎ「シビックに行ってなきゃいけないのに・・・・・」

と、職員室の向かい側の机の栄養士さんに話していた。出がけには、よくいろいろなトラブルが起

こる私の日常のように、この日も、出がけにトラブルが発生！まだ出かけられないよ・・・・、ま

たかよ・・・・。 
午後２時４０分過ぎ、ようやくトラブルも解決！出かけられるよと思い、職員室の栄養士さんと

主幹教諭に「それじゃ、事務室にバックと書類を取りに行って、出かけるね」言った直後、それは

やってきました。 
ゴゴゴゴ・・・・、ゆらりゆらり・・・学校の校庭から見える東京タワーが大きく揺れています。

自分がいる学校の地面も揺れている・・・・・。大の大人であっても、初めて「これ、やばい」直

感で思いました。すぐに職員室の机の下に隠れました。幸い数年前からの痩せる努力の甲斐もあり、

机の下にすんなりと入り込めました。栄養士さんと面と向かって、「これで死んじゃうかもしれない

かな。」「こんなに怖い地震は、初めて」こんなことを話していました。地震も落ち着き、校庭を見

ると児童がいます。帰るためにみんなで集まっていた子どもたちです。地震のために帰るに帰れな

い状況になっていました。学校長が校長会で区内の小学校へ出張に出かけた後だったので、児童を

安全に自宅に帰すためと、学校内にいる児童の安否確認のため、学校にいる全児童を校庭に集合さ

せるよう指示を出しました。副校長はパソコンで、港区立麻布小学校緊急メールを送信しようとし

ていて、児童に気が回わっていなかったようです。こんなときに校長が出張だなんて・・・・、誰

か中心にならないといけないと思い、急遽、出張するはずだった私が、いろいろな指示を全体の教

員に出しました。以前勤務していた区で、災害対策のために地域の住民と学校の管理職、警備主事、

用務主事、打ち合わせを何度も行っていたものが、なんか役に立ったみたい・・・・。児童の安全

確保、児童の自宅へ緊急電話を使い、家族に迎えに来てもらう引き取り、名簿を使い、誰がいるか、

誰が迎えにきたのか、残りは誰がいるか、細かなことまで、その時の毎年何回もの打ち合わせをし、

実地訓練を行いという経験がゆとりを作ってくれたようで、指示を出すことが出来たのです。校長

から学校に連絡が入り「今、新橋にいる。ゆりかもめが発車する間際に地震が起こり、交通機関は

すべて止まっている。歩いて帰るしか方法がなさそうだ」とのこと。学校は今現在、児童の引き取

り下校をさせている、緊急時優先電話を使い児童の自宅の固定電話にかける方法を行っている旨伝

えた。携帯電話は全くといっていいほど繋がらない状況であった。ＴＶのニュースでは東北各地の

港が映し出され、津波の警戒が放送されていた。児童の自宅に連絡を続けてる間、校庭には、近く

のオフィスビルや、六本木繁華街からの避難者が集まってきていた。１２０から１３０人くらいだ

ろうか、日本人のほか様々な国籍の人がいる。そちらの対応をはじめ、児童の下校、安全指導、多

種多様の作業をわずか１５人程度の職員で対応をし続けました。 
３月なので、日が落ちるのも早く、だんだんと外も寒くなってきました。児童の中には、自宅や、

保護者に連絡がつかない児童が数名おり、その後も教員に連絡を取り続けてもらい、ようやく午後

６時７分、唯一、学校に残されていた最後の児童の親御さんが学校に到着し、校長室で引き渡たさ

れ児童の帰宅対応は終了した。 
その日から、六本木地区の青少年委員の活動でスキー教室が開催されるということがあり、学校

には参加するための児童が集まってきました。学校の前の道は、大渋滞・・・・。とても、バスを

乗りつけて、路上に停めるなんてことが出来る状況ではないのと、車自体が動ける状況ではなくな

っているあり様でした。午後６時１５分過ぎ、徒歩で校長が帰校。学校の教職員は外部避難者対応

を本格的に始めている。赤ん坊を抱っこして避難してきているお母さん、近所の年配の男性、女性、 
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日本語が分からない観光客の団体グループ、ＰＣを持ち込みブログなどを載せている男性、好き勝

手やってる人たちを、案内し体育館に避難してもらっていた。教育委員会指導室からは教職員７時

まで待機との指示があり、我々職員のほうもおなかが空きはじめる時間になってきた。職員の食事

を調達するにしても、コンビニエンスストアもほとんど商品がなくなっていたが、何組かで分かれ、

インスタントラーメン、パックのご飯、卵、レトルト食品、カップラーメンなどを買い込んで、さ

ながら合宿のような状態で、夕御飯を職員全員で交代交代でいただいた。幸い電力や、ガス、水道

などのライフラインがダウンしていなかった東京では、電子レンジなども使え、あたたかい食事が

出来たのが何よりありがたかったです。東北の被災地の方は、このような食事や温もりがなく、非

常につらかったのではと胸が痛くなる思いです。 
その後４割職員を残し、他は帰宅できるようであれば、順次帰宅との指示があった。本校では、

男性職員の校長、副校長、主幹、若手の教諭二人、事務職員、幼稚園の教員二人、教頭（現在は副

園長）、女性の用務職員、栄養士、図工専科、音楽専科、警備職員、外部委託のガードマン、が午後

１０時までいた。そのうち幼稚園の教員以下の職員は帰宅。それ以外の学校職員は、教育委員会か

らの要請もあり学校で宿泊ということになってしまった。学校前の通りはその間もすべて車で埋め

尽くされ、時間無制限の駐車場のような状態であり、歩いて帰る人の列が途切れることなく続いて

いた。何組もの人が、御手洗いを貸してください、「渋谷に出るにはどう行けばいいですか」、「人形

町から歩いてきました、品川駅はどの方向に歩けばいいですか」などと不慣れな状態の中歩いてい

ました。 
夜の１０時を過ぎても人がいっぱいです。普段ではあまり考えられない状態、人が何時になって

も途絶えることのない都心ビジネス街は人の多さでは、日中のようでした。その同じ時刻ごろ大江

戸線が動いている情報が入ってきました。依然日比谷線、南北線は動いていない、大多数の人が帰

れない状況であったことは、明白でありました。そのまま日にちが変わり、１２日（土）になりま

した。人が訪ねてきたり、電話での問い合わせが殆ど無くなったので、みんな休みましょうという

ことになりました。事務室で全版の段ボール（廃材の物がたまたまあった）を床に敷き、非常用の

毛布を災害備蓄倉庫から引っ張り出して来て、寒さを感じながら（エアコンがあったのですが、床

のほうは非常に冷たく寒かったのです。）２，３枚の毛布に包まって眠りにつきました。が、午前１

時 45 分くらいころ、日比谷線の六本木駅から締め出された帰宅困難者が、泊めてもらいたいので

すがということで尋ねて来て、その人たちを体育館へ案内し、毛布を渡し休んでもらいました。 
夜勤を初めて体験しましたが、非常につらいなぁと感じました。 
翌朝４時００分頃目が覚めて、宿泊の避難民に食事を提供するために、大量の湯を沸かす作業か

ら入りました。アルファ化米の五目御飯です。５０人前一箱の段ボールから袋やしゃもじ、割り箸、

パック、輪ゴムのセットを取り出し、熱湯をご飯と具材に回しかけて作ります。お湯をたくさん沸

かしたのですが、とても足りなくて、熱湯でなくても時間をかければ出来ますということで、水を

加えたぬるま湯にして作りました。 
始発電車の時間になり、各自電車が動き出すだろうということで学校を出ていく算段を付けはじ

めていました。学校いや、行政側としては交通機関の情報などを、避難者に提供をしなければと思

い、電車の運行状況、不通区間等を調べて提供をしました。 
しかし、動いている電車が少なく、宿泊された方で東武伊勢崎線方面に帰宅される方は、北千住ま

で出てもらわないと状況が把握できませんとの返事しかできなく、情報がないということが、これ

ほどまでに大変なことなんだということを再認識しました。 
地下鉄線内も、ダイヤどおりかどうかも、定かでなかった。また、JR 線は不通区間が多いとの

情報は、ネットで確認できたのが幸いでした。 
ああいった震災があると、固定電話でないと電話がつながらないということを実際に、認識し、携

帯電話は便利であるが、非常に弱いインフラであると、胸に刻みつけました。 
インターネットは、メールサーバーがダウンすると、役所登録の緊急メールも使えなくなってし

まう。実際に配備されている防災課の FAX なども活かされなかった。通常の FAX が一番多用され

ていた気がします。 
そして、学校をあとにされる方々に朝早くから作った五目ごはんなどを渡し、帰宅支援をしまし

た。 
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一通りの避難者が避難し終わった後に、学校の残っている教職員で、昨日の学校対応と教育委員

会、区役所の防災課、の対応について時系列に発災時、地域住民等避難状況時、児童避難引き渡し

完了時、帰宅者等の支援時、宿泊者の対応、夜間対応、学校を離れる避難者支援、等について報告

をまとめました。そしてようやく午前１１時００分をもって、避難所待機を解かれました。今回の

震災については、いろいろな関係のお話があると思いますが、とても良い経験になったと思います。

東北地方の被災者の方、私の母方の祖父母、叔父叔母が、釜石に住んでいたこともあり、その時か

らの友人、知人などの多くの人が命を落とすことになり、悲しさは慮ることができませんが、私た

ち東京に勤め、住む人々にとって、東京直下でなかったことが唯一の救いなのかもしれません。た

だ、こういった状況に陥ることがあった場合、もう少し対応に、確実さと堅実さを求め、大きな被

害を受けた時にダメージを少しでも軽減できるような、支援や業務が出来ることこそ、学校職員の、

地域に根差した学校教育に携わる職員の力量によるものではないかと感じました。他人事と考えな

いで自分の愛する街だから、自分の愛する人たちだから、少しの力でも分けられれば、より良い復

興、より早い復興、より良い支援が出来るのではないかと感じました。学校事務職員であったから

こそ、直接に体験できたことだったと思います。             （都公小事副会長） 
 
 
 
 
 

 

かいほう第１７７号予告 

 

１．都公小事研究大会参加記 

２．特集①「私の３．１１ Ⅱ」 

３．特集②「校務改善最前線Ⅱ」 

  

  原稿募集！ ・文 字 数 ： ８００～１２００字 

・送付期限  ：  ２月２８日（水） 

          ・形    式 ：  ワードまたは一太郎データ 

          ・送付方法 ： 電子メールまたはＦＤ郵送 

          ・送 付 先 ： 品川区立台場小学校 事務室 小野 明（広報部長）  

                  〒１４０－０００２ 品川区東品川１－８－３０ 

            ｏｎｏ－ａｋｒ＠ｃｉｔｙ．ｓｈｉｎａｇａｗａ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

         

 

 

編集後記  

３．１１は、私たちに様々な傷と、教訓を残しました。 

この「かいほう１７６号」が皆さんのお手元に届く頃には年も明け、震災後１０か月を迎えます。 

都会に住む私たちも、被災地の方々のご苦労に比べれば取るに足らない程度ですが、不便さを共有し、

不思議な連帯感が生まれた一年でした。特集は、今後も継続します。 

「副校長の不足」が叫ばれています。「校務改善ニュース」は、皆さんお読みになりましたでしょうか？ 

個人が疲弊すると組織も疲弊し、負の悪循環を繰り返しながら、やがて組織全体が崩壊していく事を、

私たちは歴史の授業で学んできたはずなのですが、いざ自分の事となると、流石に慌てます。 

 身を寄せ合うように不便さに耐え、知恵を出し合って乗り切ろうと励まし合った、震災直後の感覚を、 

 今、私たちはもう一度、思い出すべきなのかも知れません。 

                                    （広報部長 小野   明） 
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「標準的職務」と「校務改善」 

 

立川市立第五小学校 齋藤 直美 

１ ２つの改革 
私は「かいほう」174 号で、多忙を極める学校現場のために、事務職員は「標準的職務」（通知：

平成 22 年 3 月）について、プラス思考で受け止めてはどうかという考えを寄稿させていただきま

した。丁度その原稿を書いている時期（平成 23 年 2 月 10 日）都教育委員会から、「小中学校の校

務改善の方向性について」（以下「校務改善」）が発表されました。私もこの新しい取り組みについ

て考えてみました。 
 
２ 共通点と問題点 

 東京都教育委員会は「校務改善」について、平成 23 年度モデル校を定め実践を行っており、そ

の効果を検証し、平成 24 年度からは全ての小中学校で本格実施する、との予定を立てています。

多くの方が予測されているとおり、今年度末には現場に取り組みを促す何らかの通知が出される、

と私も思います。しかしこのことで、「標準的職務」と「校務改善」という２つの改革が並行し、事

務の現場で混乱してしまうのではないかと懸念しております。 
 ２つの改革の共通点は、かいほう 175 号で岩上会長が言及されました資料、「校務改善の方向性

について」（概要）の第４ページですが、2 月当初に発表されたものが改訂され、各分掌の役割がよ

り明らかに表になりました。その結果、「標準的職務表」と酷似するものになりました。しかし、表

の役割を担う者は、「標準的職務」では事務職員であるのに対し、もう一方は「経営支援部（仮称）」

です。 
「標準的職務」は、地区により本格実施もしくは、検討をされていると聞きます。私は、東京都

教育委員会がこの両者の位置づけを明らかにし、各地区が取り組むための環境を整えていただきた

いと思います。また、取り組みが円滑に進むためには、現場はもとより区市町村教育委員会への説

明も必要であると思います。 
 
３ 「校務改善」について 
「校務改善」と「標準的職務」は、教育庁の管轄部署は違いますが、一年を経て学校の改革に一歩

踏み込んだ内容に進化していると思います。「校務改善」は、よく読みますと副校長の多忙化は小

中学校に関係する職員（部署）全体で取り組まなければならない大きな問題であると分析していま

す。副校長の多忙が学校全体の問題であることは、皆さんも現場において肌で感じていると思いま

す。例えば、教員の児童の指導上の報告、相談等を受ける時間が十分に取れず解決が遅れることや、

多忙が原因と思われる事故が起こることはないでしょうか。私たち事務職員も教員と同様に、事務

の状況の報告、説明等をする時間の確保に苦労する等の影響を受けていると思います。 

この大きなプロジェクトの輪の中には、それぞれ（教育庁、区市町村教委、学校、また、学校の

中にも校長・副校長・主幹・主任教諭・事務など）に役割があります。ですから、「校務改善」は

事務職員にも役割がありますが、だからといって“事務職員だけに業務を負担させればよい”、と

いう狭い考えに基づいたものではないと私は思います。 

 
４ 私たちにできること 

学校に求められている役割が増え、学校を取り巻く環境は大きく変化しています。学校は組織や

仕事の進め方についても大きな変革をし、時代の流れに適切に対応していく必要があると「校務改

善」は語っているのです。このような状況の中で、学校事務職員が自主的に事務改善に取り組んで

きた事実はあると思います。しかしながら、それは「個」としての取り組みであり、全体としては

従前と変わっていないように感じています。私は、学校の多忙化は全都の問題であると大局的に捉

え、事務職員が、個人ではなく皆でできること（役割）を真剣に考える必要があると思います。 
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－特集２－ 校務改善最前線 
 
 
 

今感じていること 
 

調布市立神代中学校 鈴木 裕美 
4 月に中学校に異動し、都公小事を卒業しました。 
異動した年の配慮で、今年度は事務職員会の役員も無く、都公中事の支部長にもならず、静かに、

勤務する学校のことだけを考えています。こんなに外に行かないのは何年振りでしょうか。研究を

する、研究のための準備をする、研究のための段取りを確認する、といった作業を、通常業務を行

いながらこなすことは大変な労力であることを改めて感じました。都公小事の理事の皆さん、評議

員の皆さん、日々ご尽力いただき本当にありがとうございます。この場をお借りして、御礼申し上

げます。 
 
 国の人事院勧告と、勧告を無視した教員の給与 7.8%削減案。定年が引き上げられ年金の支給年齢

の引き上げや子ども手当の制度改正など、振り回されることが続きました。子ども手当の制度改正

では、給与事務も煩雑になったり、扶養控除の変更で年末調整事務で確認作業がひと手間増えたり、

様々な動きが直接給与事務に関わってきました。 
 
国だけではありません。他にも、大いに振り回わされることがありました。「標準的職務」という

言葉が飛び交ったのは 2 年程前だったでしょうか。昨年は「校務改善」「経営支援部」。今年はこれ

らのモデル校が抽出され，10 月には実施報告がありました。たった 2 ヶ月程度の施行期間で本当に

成果があったのでしょうか。結論を急ぎすぎていないでしょうか。都の行った昨年度のアンケート

結果から，「経営支援部」の設置と言う方法しか導き出せなかったのでしょうか。 
経営支援部を効果的に運営するためには，学校全体での取り組みが不可欠なはずです。今までの

学校の流れを変える場合，2 ヶ月で変えることは非常に難しいでしょうし，成果をあげることはも

っと難しいと思います。以前見た新聞記事ですが，着任された校長先生が，校内の分掌を見直し，

学校を変えるのに 6 年かかったと書かれていました。「校務改善」を否定するつもりはありません。

副校長の多忙すぎる毎日を改善できるなら学校全体での改善は必要なことかと思います。でも，各

学校単位で取り組むだけで副校長を多忙な仕事から救えるとは思えません。事務職員が副校長の仕

事の一部を担えばすむことなのか，副校長を補佐する人員を増やせばすむことなのか，主幹教諭に

副校長の仕事を分担すればよいのか・・・そう簡単にはいかないように思います。学校全体が多忙

なのですから。 
学校を知っている私たち事務職員が，校務改善を積極的にとらえ，検討してよいのではないかと

思っています。学校運営にとって，教職員にとって，どう改善されるのが望ましいのか。副校長の

多忙改善に，教職員の多忙改善に，事務職員が積極的に提案して（副校長の仕事を担うと言う意味

ではなく）いけたらよいのに，と感じています。事務職員も超多忙ではありますが，きっと都公小

事は前進することを選ぶと思います。            
 （平成１８～２２年度広報部理事） 
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－学校事務の明日を読む－       ☆教育庁が、とちょうｉで小中学校事務の仕事を紹介 
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－学校事務の明日を読む－  
 
☆教育庁が小中学校訪問を主催         ☆教育庁が都庁食堂で給食風のメニューを提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆都が庁内一般職員公募人事で「学校事務」を募集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


